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誌
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にみる19世紀中期のモードの特徴

院女子短大　　菅原珠子

C(杜）a本家政学会

え

利

世

　（

体

係

後

方法　西欧の18世紀末頃から女性向きの雑誌のなかにモード画や服飾に関する記

始め、時代が下るにつれ雑誌の種類も多くなる。服飾の研究の場合、モード画は

用されているが、記事の紹介は比較的少ない。そこで雑誌の記事を主な資料とし

紀半ばのバリの男女の服飾について検討したい。特に「優雅（elegant）」とか（

ravissant）」とか「優美（gracieux）」などと形容されている場合が多いので、

的な服飾をみることにした。それは季節によっても変化するが、季節と女子の服

については既に報じたので（註）ここでは省略する。

近世の服飾に共通に求められた美しさに「優雅」があるといえるが、仏大革命以

ではその表現するところが変わってきている。殊に18 3 0年代40年代には衣服の生

仕立てや装飾品のえらび方、衣服の組合せ、着装などへの細かい配慮が求められてい

それは男女に共通するところである。男子の場合は、特にこの時代に、着装のいわゆ

P . 0．が確立したようでもあり、上衣類やジレの組合せにもエレガンスな着方があり、

カチや手袋、ステッキなどにも注意が必要とされた。また女子においても時と場合に

じたローブがあり、それにそえるスカーフやショ―ル、帽子、髪飾りもおろそかにでき

い 　また、雑誌記事の中には、当時のパリの服飾関係の店と品物を紹介している例もあ

有名店の品物も欠かせぬもののようである。

（註）19世紀ロンドンのファッション-一雑誌にみる女子服飾の季節感-（学習院女子

短大紀要26号、1988年12月）
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５月28日（日）第４会場　午前9:30～12:00

絹和服地の地直し に関す

ちりめんの針通し力に

徳島大総合科学　○
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針が布に垂直に貫入
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れる針の布通し力線
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